















































(１) 返船遅延について、Watson v.Merryweather ((1913)18Com.Cas.294)、
London & Overseas Freighters v.Timber Shipping (The“London Explorer”)
(［1972］A.C.1)、Hyundai Merchant Marine Co.,Ltd.v.Gesuri Chartering Co.,
Ltd.(The“Peonia”)(［1991］1Lloyd’s Rep.100)、等、他方、早期返船について、
Tharros Shipping Co., Ltd. and Den Norske Bank Plc v. Bias Shipping Ltd,





た（「Transfield Shipping inc v.Mercator Shipping Inc(The
(２)
“Achilleas”）」
事件（以下 ?アキレス号事件」という。)と ?Golden Strait Corp v.Nippon
 





























































































































とはできない（ロジャー裁判官（Lord Rodger of Earlsferry）及ヘイル裁判































































































（Lord Scott of Foscote）、カースウエル裁判官（Lord Carswell）及びブラウン





































































































































































































(14) 我妻等 ?我妻・有泉コンメンタール民法―総則・物権・債権― (第２版）」756頁
早法85巻３号（2010）732
と解さ
(15)
れる。
以上
(15) もっとも、日本法のもとでは、アキレス号事件について述べたような、得べか
りし利益との因果関係の立証の問題は残る。
定期傭船契約における返船遅延又は早期返船に
基づく傭船者の損害賠償責任の範囲（田中) 733
